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１．はじめに
２．ウズベキスタン共和国はどんな国？
３．デジタル技術省と傘下国営企業・団体の紹介
（日本企業との関係含む）
４．デジタル・ウズベキスタン2030戦略
（GovTech世界Top10入り）
５．リージョナルITハブ（IT Park）
６．日本やASEANとのデジタル協力可能性

ITデジタル立国を目指すウズベキスタンとともに



１：はじめに



自己紹介

モスクワでの地域代表
（CIS地域ノウハウ）

通信・放送・郵便・宇宙、IT・AI技術、デジタルガバメント
（ドメイン知識）

企業経営・成長戦略・M＆A
（業務スキル）



定年後の第二の人生模索

２０２４年３月７日 ベトナム国立外国貿易大学
外国貿易・投資・買収などについて講義

２０２４年７月４日 ウズベキスタン・デジタル技術大臣面談
綿花栽培とか、ロシアへの労働力派遣ではなく、
ウズベキスタンの地元でIT知的労働に従事させたい



２．ウズベキスタン共和国とはどんな国？



平山郁夫 喜多郎 シルクロード

2月20日から日本橋三越本店（東京）



東アジア、東南アジア、南西アジア、中央アジアの位置関係



ソビエト連邦構成共和国
の地図（1956年-1991年）
1.ロシア、
2.ウクライナ、
3.白ロシア（ベラルーシ）、
4.ウズベク、
5.カザフ、
6.グルジア(ジョージア)、
7.アゼルバイジャン、
8.リトアニア、
9.モルダビア、
10.ラトビア、
11.キルギス、
12.タジク、
13.アルメニア、
14.トルクメン、
15.エストニア

ソビエト連邦構成共和国 中央アジア５カ国



ウズベキスタン共和国概要
（出典：JETROサイト）

特徴：国家の大規模変革（Reform)

-旧ソ連構成国、移行経済国、国営企業の
民営化実施中

-宗教は自由、８割程度がイスラム教

-２０１６年まで閉鎖経済
-現大統領の新方針の下、善隣外交、開放
経済へ転換し、外資呼び込みで高度
経済成長中

-親日国家。大臣・副大臣・副知事など日本
の大学卒業生多い。

-２０３０年までに高中所得国入りを目標
-情報技術と観光に注力



３）ウズベキスタン共和国 デジタル技術省
・傘下国営企業及び団体



特徴と強み：統合された国家政策を実行

日本の総務省、経産省、デジタル庁、文科省の一部機能に相当



２４，２５年と２年連続一位

外国人として唯一日本人



中央官庁（政策立案）と傘下の国営団体（実行）はグローバル本社（ビジョン・戦略・予算策定）と海外子会社（実行）の関係に近似

豊田通商、IIJ,NTTドコモビジネ
ス、NECがプロジェクト実行中

NEC、東芝がTV送信機納入実績

総務省がコールドチェーンの実証
実験を日本のIT企業と実施中

日本のIT企業が同社の
ソフトウエア販売検討中

日本のIT企業２６社
がIT Park進出登録
済み

ITIC：日本のアニメ、

ゲーム開発企業と
の協業模索中

デジタルガバメントで
のベストプラクティスの
共有（官庁、自治体）

AI開発関連協業
模索中



中央官庁（政策立案）と傘下の国営団体（実行）はグローバル本社（ビジョン・戦略・予算策定）と海外子会社（実行）の関係に近似

日本の損保会社とMOU締結、

デジタルソリューション実証
実験実施中

日本の衛星開発企業、データ
活用企業と協業協議中

日本の大学・研究機関とAI、

サイバーセキュリティ、データ
分析、６Gなどで協業模索中

ウズベキスタンの宇宙・衛星
技術者のキャパビルを日本
の大学院で実施中

ウズベキスタン進出日本Start-ups
への出資可能性



UzNIF
２０２４年設立
国営企業１８社が対象
２０－４０％の株式を民営化
米国のFranklin TempletonがTrustee & Manageｒ of this fund
Valuation : 1.68B USD (約2500億円）

=>ウズベキスタンの経済改革へ（経営効率化、国際投資、
資本市場の充実）

MDT傘下の２社も対象



Appointment of members of supervisory board of UZ Telecom 3 years      
on 31/Oct/2024 documented on2/Dec/2024

メンバー構成

ウズベク政府（財務省、デジタル
技術省、UZ Asset）

外国人（イギリス人、オランダ人、
トルコ人、日本人）

毎月開催：コーポレートガバナンス中心に討議。資産売却の透明性、ビジネスプランの妥当性、民営化・国際上場への準備



４）デジタル・ウズベキスタン２０３０戦略



2030年にはGDP $160 billion（円換算24兆円）、一人
当たりGDP $4,000（円換算60万円）

経済発展

国際標準に準拠した教育、ヘルスケア、社会保障システムを
構築
環境的持続性:環境に配慮した条件を創出

社会システム

法の支配、公的サービスを優先した国家の建設

ガバナンス

国家の主権と安全を堅持
戦略は５つの発展優先エリアを規定する、①個人のポテンシャル、
②経済的ウエルビーイング、③環境保全、④法のガバナンス、
⑤平和国家

安全

ウズベキスタン 2030戦略

ウズベキスタン２０３０戦略は国家を上位中所得国へトランスフォームす

ることを目的として、２０２３年９月１１日にシャフカット・ミルジョエ

フ大統領により承認された。



DXによる社会の近代化を推進し、世界のグローバル化に
対し国家経済を対応させていく
.

デジタルとグローバル経済

UN世界ランキング ３０位以内を目標（２４年度結果は
６３位）

電子政府

デジタルウズベキスタン 2030 戦略

デジタルウズベキスタン２０３０戦略は、２０２０年１０月に開始され、

経済と社会のデジタル・トランスフォーメーションを推進する。

５０億ドルのITソフト・サービス輸出 （２４年度実績は
９００Mドル）

IT サービス輸出

高中所得国へ 一人当たりGDP4000ドル（２４年度実績
３１１３ドル）

国民所得倍増



デジタルインフラ整備 デジタル市場と産業育成発展

デジタル政府推進 デジタル人材教育

デジタル政府ランキング
世界３０位以内

デジタルサービス輸出
＄５B（７５００億円）

国内戦略：ウズベキスタン２０３０戦略とデジタル２０３０戦略（AI戦略含む）

UN SDGｓ準拠 ： 民生向上、経済成長による一人当たりGDP４０００ドル達成、水や
環境保全、法による支配、市民中心の行政サービス、安全で平和な国家維持

デジタルで安心・
安全・公平・公正
な社会作り



UN SDGｓ Public Service Forum 
(23-25/Jun,2025) in Samarkand;

Ｄｉｇｉｔａｌｉｚａｔｉｏｎ



ウズベキスタンにてUNESCO AI RAMプロジェクト
・８月２０日 Kick-off Meeting
・８月２２日 1st Steering Committee Meeting
・９月２２日 2nd Steering Committee Meeting
・１０月１３日 3rd Steering Committee Meeting
・１１月７日 UNESCO General Assembly at Samarkand
・１月末 Final Report

オランダは実行済み
・２０２１年１１月 UNESCO加盟１９３カ国は、Recommendation on 
the Ethics of AIを採択済み
・政策診断、レコメンデーションの特定、行動計画を実施
・UNESCO、関係省庁、TNOが中心となって実施
・EUの一員として、AI ACTやGDPRを批准
・AI倫理に関して高い評価。差別の禁止、プライバシー保護、言論
の自由、人間の尊厳と自立性が法律で守られている。AI戦略はこ
の基盤の上に成り立つ。

・社会文化面では、ジェンダー問題、市民参加、子供の権利、デジ
タルヘルスなどが強い

・科学と教育面では、大学教育の質が高く、学際的教育では先進
的
・経済面では、労働市場、中間消費、官民投資とも強い
・技術とインフラ面では、AI開発・展開に最も関係する要素であり、

コンピューティングパワー、ネットワーク、標準化などを指す。欧州
で最も進んだ国の一つであるが、DCやHPCへの更なる投資の必要
性が指摘された。

・マルチステークホルダー評価は非常にポジティブ。エコシステム
が機能している。

UNESCO AI Readiness Assessment Methodology （ウズベキスタン向けAI倫理）



ウズベキスタンAI戦略２０３０（人間中心の知識創造・知識活用国家へ）

Uzbek Language 
corpusの整備へ



セクター別AIプロジェクト（政府が具体的なプロジェクトに予算をつけて、実案件でAI人材育成）



５００万人ＡＩリーダー育成プログラム（ＵＡＥ協業、11月28日ミルジョエフ大統領参加でキックオフ）

ＵＡＥ政府代表スピーチで、ＡＩ投資とは、コンピューティングパワー
への投資ではなく、Human Capital への投資が本質であると！



HRM.ARGOS.UZ（デジタル人事エコシステム：人的資源から人的資本へのデジタルトランスフォーメーション）



World Bank GovTech Maturity Index 2025 
https://www.worldbank.org/content/programs/govtech/en/gtmi-2025-update.html

The GTMI 2025 update provides a snapshot of digital 
transformation in the public sector worldwide, identifying 
areas of progress and gaps that represent opportunities for 
improvement. It captures the maturity of four critical GovTech
areas through 48 key indicators covering: 
(i) core government systems and shared digital infrastructure, 
(ii) online public service delivery, 
(iii) digital citizen engagement, and 
(iv) GovTech enablers, including dimensions such as strategy, 
institutions, laws and regulations, digital skills, as well as 
innovation policies. Based on the maturity of GovTech focus 
areas, economies are grouped into four categories, A to D.

駐在国別比較
１）日本0.905     2) スペイン0.891
3) オランダ0.816     4) ポルトガル0.900
5) ロシア連邦0.960    6) デンマーク0.928
7) ウズベキスタン 0.958

GovTech（ガブテック）：政府や自治体がデジタル技術を活用して
行政サービスを提供する概念

https://www.worldbank.org/content/programs/govtech/en/gtmi-2025-update.html


Video(１分３０秒）：GovTech World Top 10入り

ポイント

・世界Top10入りは、数年間にわたる複雑でシステマチックな改革の成果
・デジタルウズベキスタン2030戦略がそれをドライブしてきた
・古い行政機構をデジタル技術で近代化
・PCポータルで800以上の行政サービスが電子化、全体の62.7％
・モバイルアプリでは600以上のサービスが提供されている。例えばデジタルパスポート、運
転免許証、卒業証明書など
・行政組織間でデータを交換することで、138の無駄な証明書を廃止した

・強力でインクルーシブなGovTechエコシステムを構築中。国境管理の電子化、電子処方箋、
全土をカバーするコネクティビティなど

・国際パートナーシップを重視して、国をリージョナルITハブへ位置づけ



５．ウズベキスタン リージョナルITハブ（IT Park）















JETRO 世界は今 ウズベキスタンIT
https://www.youtube.com/watch?v=0q5De9fA1rA

https://www.youtube.com/watch?v=0q5De9fA1rA


日本の地方への知名度（地方２０紙での掲載：２５年７月）

河北新報
四国新聞

熊本日日新聞

山梨日日新聞



２０２５年９月２４日 Uzbek-Japan ICT Forum ＠ タシケントICT Week2025開催



Video(２分００秒）：Uzbek-Japan ICT Forum

テーマ：日本とウズベキスタンのITオフショア開発協力について

・経産省のレポートによると2030年までに日本ではIT技術者が最大79万人不足するという予測
・ウズベキスタン政府はその不足を補完する準備がある
・デジタル技術省と経産省はMoC協力覚書を締結し、IT人材活用マスタープランを作成中
・日本IT企業がウズベキスタンに進出の場合、IT Parkが最適のパートナーである
・JETROの見立てでは、ウズベキスタンは政府の強力な支援、多言語IT人材、日本との友好関係
という独自の魅力を備えている。
・Japan Digital Universityは日本語とIT技術を習得し、卒業生は日本とウズベキスタン両方の
Diplomaを取得。日本のIT技術者需要への人材供給源となりうる。

・日本IT企業の声 日本人駐在員を派遣し、多言語対応のオフショアチームを双方向でサービ
スとプロダクトを展開
・ウズベキスタンIT企業の声 既に日本企業からの発注を受けて、システム開発、データ分析プ
ラットフォームのSaaS展開などの実績あり

・IT ParkはN1レベルの日本語話者を多く抱え、日本企業との日本語対応も実施中



６）日本やASEANとのデジタル協力関係
の可能性について



Uzbekistan + Japan Summit (20/Dec/2025) MoFA HP



Uzbekistan + Japan Summit Joint Declaration (20/Dec/2025) MoFA HP



Uzbekistan + Japan Summit (20/Dec/2025) MoFA HP



Video(２分００秒）：ミルジョエフ大統領来日（作成：デジタル技術省）

ポイント

・２０２５年１２月１９－２０日ミルジョエフ大統領の公式訪問

・天皇陛下会見：天皇陛下から二国間の友好と戦略パートナーシップを強化する大統領の
来日を歓迎。会見では、ウズベキスタンの改革（Reform）アジェンダと長期的発展プライオリ
ティについてハイライトした。

・高市首相の公式レセプション；両首脳は対話の結果に満足を表明し、拡大戦略パートナー
シップに格上げすることに合意

・共同案件は＄５B（７５００億円）を超えている。エネルギー、通信、インフラ、デジタルの発
展が対象

・将来の新規案件は＄１０B（１．５兆円）を超える見通し。エネルギー、運輸、ヘルスケア、IT
インフラなど。将来の協力のカギとなるのはDX

・シェルマトフ・デジタル技術大臣は林総務大臣と面談し、デジタル技術、通信、人的資本育
成について協力を合意。DCやデジタル関連投資への競争力ある条件をUZ側で準備をした。







Video(１分００秒）：ウズベキスタン・コンテンツ産業 Anime & Game Dev 

ポイント

・２０２４年から本格的に立ち上がり
・フランス、スイス、トルコ、中国、韓国等と協業中

・２０２５年３月には日本訪問
・日本の大学・専門学校、アニメスタジオ、ゲーム開発会社などとの協業希望



IT領域とGDP成長率
（２２－２５年） 日本とウズベキスタンの人口構成

ウズベキスタン：政治的安定性、デジタル技術による行政改革・社会近代化・デジタル経済、国営企業の民営化、国
際社会との連携、日本との友好的な関係、高い経済成長

まとめ（ビジネス向け）

ウズベキスタンIT人材・産業：政府のコミットメント・力強い支援、若年層中心の人口構成、日本重視（東京事務所開
設）、インフラ領域の高い成長率、多言語対応、日本政府の支援（総務省、経産省、JETRO、JBIC他）

在ASEAN日本企業：アウトソーシングやデジタルソリューション開発（グローバルサウス連携）
日本本社：インフラ（DC、コネクティビティ、衛星、郵便）輸出、アウトソーシング、JV設立、AI共同研究開発



a.sakurai@digital.uz
+998 95 808 8882

ご興味を持って頂けましたら、是非ウズベキスタンをご訪問ください。
日本では味わえないバイブラントなデジタル経済の発展を実感できると思います。

mailto:a.sakurai@digital.uz


１）公共バス・地下鉄でのデビットカード支払い

２）地下鉄での掌静脈認証支払い（AI活用）

３）デジタル地図とタクシーアプリの連携

４）デジタル税務：モバイルアプリによる消費税還付（１％）

５）銀行アプリとデジタル行政サービスの共通ID認識（DFとDGの融合）*

６）顔認証によるアクセス・コントロールと勤怠管理（AI活用）

*Aloqa BankのFintechソリューション、ZoomRAD とか、APIを通じたPaymeとのパートナシップ、銀行収益の４０％
は非金利ビジネス（E-Commerceとか）これを５０％に。
２０１６年から金融自由化が起こり、E-Governmentとのデータ連携が始まる

７）デジタル法務：KOICAが３つのプロジェクト、１）リーガルAIの開発、２）E-Library of Law、３）Enhancement of 
Legal Studyを走らせる

ウズベキスタンでのデジタル活用ビジネスモデル例



７）DMED デジタルヘルスケアソリューション（ゆりかごから墓場まで）

８）公益事業デジタル化（スマートメーター）

電気、ガス、水道 Utility Meter Billing 以前はお金が回収できなかったが、デジタルで前払いにすることで、未
回収が減った。電気は、発電データも取得しているので、supply/demand balanceの向上に資する
将来は、waste management領域まで

９）UZ Cosmos 衛星画像活用による農業DX（アーキテクチャがしっかりしている）

１０）唯一のユニコーン企業UZUMは、楽天モデル。デジタルマーケットプレイスから、運送、金融、
Aloqa Ventureｓは３年前に発足し、３０のスタートアップに投資して、Ｖａｌｕａｔｉｏｎが２倍に
Ａｌｏｑａ Start-up Garageで起業させる。

１１）クリエーティブ産業：ＩＴＩＣ Game Studio Valuationは＄１Ｍから＄５Ｍへ。２４年９月にＡｌｏｑａ Ｖｅｎｔｕｒｅが投
資、IT Park Ventureは検討しているが、出資はまだ。

１２） IT Parkの有効活用：インディ・ゲームの発行をウズベキスタンで。韓国のゲーム開発企業は、IT Park 
Ventureと50/50で出資することで、リスクを最小にして、かつ税効果を狙う

ウズベキスタンでのデジタル活用ビジネスモデル例


